
高梁市

現在、高梁市では8名の地域おこし協力隊員が活動しています。

今月は４名の隊員の活動についてご紹介します。

地域おこし協力隊だより 過去の記事はコチラ！
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令和8年度がスタートし、地域おこし協力隊としての活動も本年度で最終年度を

迎えます。これまで地域の皆さまに支えていただきながら、さまざまな取り組み

を進めてまいりました。

昨年度は高梁市の魅力発信を目的に、観光モデルコースのYouTube投稿や「ワ

ン！ダフルフォトラリー」の実施を行いました。また、地域サロンや各種イベン

トにも参加をさせていただき、地域とのつながりを深める機会となりました。

今年度は、引き続き地域サロンやイベントへの参加を継続するとともに、ペット

と楽しめる高梁市の魅力をまとめた冊子の作成を予定しています。これまでの活

動の集大成として、より多くの方に高梁の魅力を届けられるよう努めてまいりま

す。

残りの任期も、地域の皆さまと共に歩みながら活動に取り組んでまいります。

本年度もどうぞよろしくお願いいたします。

　高梁市に来て、二度目の春を迎えました。地域おこし協力隊として2年

目に突入です！1年前、期待と不安が入り混じりながら眺めていた高梁の

町並みが、今では「ただいま」と言える大切な場所になっています。

　この1年で最も嬉しい変化は、地域の皆さんとの「対話」の形が変わっ

てきたことです。最近では「SNSでどう魅力を伝えたらいい？」「新しい

ことに挑戦したい」という具体的なご相談をいただく機会がぐんと増え

ました。これまでは私がSNSの発信方法を「教える」ことがメインでし

たが、いまは高梁の様々な魅力を、地域の皆さんと一緒に伝えていくフ

ェーズに入ったと感じています。「高梁って、なんだか面白いことが起き

てるよね」「こんないいところもあったんだ」

というワクワクを、映像やSNSの力と

皆さんの気持ちを掛け合わせて

どんどん形にしていきます！
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発行：高梁市地域おこし協力隊

移住して2年目、高梁をもっと面白く！

地域おこし協力隊新年度のご挨拶

＼情報発信の相談、大歓迎です！／

協力隊の活動

Instagramを

チェック！

観光用の
Instagramフォロー

よろしくお願いします



高梁市

現在、高梁市では8名の地域おこし協力隊員が活動しています。

今月は4名の隊員の活動についてご紹介します。

あああああ

地域おこし協力隊だより 過去の記事はコチラ！

【ミッション】
吉備国際大学シャルム

教育に関する活動

高知県高知市出身野町香好
の ま ち  こ ゆ き

京都府京都市出身小野智行
お の 　 と も ゆ き

 【ミッション】
・地域の防災力を強化
・防災で地域の魅力化
・市民の自助をサポート

私は昨年 11月頃から芳烈酒造で酒造りの体験をさせていただいており、準

備段階から関わる中で、お酒が出来るまでの苦労や製造者の想いに触れる

ことができました。

3月1日には蔵開きがあり、シャルおこ隊オリジナルラベル瓶の販売もさせ

ていただきました。普段はあまり関わることのない方々とお話することも

できたので、交流の広がりを感じる一日となりました。

今回の経験を通して、高梁の魅力である人の温かさや、昔から受け継がれ

ている伝統文化の素晴らしさを改めて実感しました。

今後はこうした魅力を多くの方に発言していくことにも、より一層尽力し

ていきたいと思います。

発行：高梁市地域おこし協力隊
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「もしも」の時に、慌てない知恵

 〜マニュアルの先を考えよう〜

　皆さん、こんにちは！「防災訓練」と聞くと、「押さない・駆けない・しゃ

べらない・戻らない」を守りながら、先生などの指示に従って決められた通

りに避難する姿を想像しませんか。 私は地域おこし協力隊として、こうした

決められた動きを確認する『訓練』に加え、現場での判断力を養う『演習』

にも力を入れて取り組んでおりますので、ご紹介いたします！

　スポーツに例えるなら、訓練とは「素振り」のようなものです。正しいフ

ォームを体に覚えさせる基礎練習。対して、今私が提案しているのは「練習

試合（演習）」です 。これは「ペットを連れた避難者が来たら？」といっ

た、マニュアルには書いていない場面でどう考え、動くのかを試す場です 。

　先日の演習でも、「浸水が始まってから救助の電話がきたら？」という難し

い問いに皆で頭を悩ませました 。避難所などの現場で、実際にその場の状況

を判断して動かなければならないのは、行政ではなくそこにいる私たち住民

自身です 。だからこそ、演習であえて「どうしよう」と迷う体験そのもの

が、本番で命を守るための「とっさの知恵」になります。

　ぜひ私と一緒に、災害時に本当に活きる力を磨いていきましょう。

Instagram
アカウント

芳烈酒造蔵開き

⇧机上演習に取り組む様子
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